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●斉	 	 唱 
 
ロータリーソング「ロータリー讃歌」  
●本日のメニュー 
 
	 和風弁当	 大正館  
●本日のお客様 
 
	 中央漢方薬局	 薬剤師	 苅谷賢治様 
   
	 	 会 長 挨 拶  
 
	 本日の卓話のテーマが、「病気と元気」という事で、個人的な

事になりますが、今年に入りまして、重要会合を２回欠席致しま

した。平成１６年から２２年まで会議所の仕事をしていた時には、

ノロに１回かかっただけで肉体的にも精神的にも相当無理をし

ていました。気の持ちようと言いますか、なんとか過ごせていま

した。何で病気でも過ごせていたのかな、と考えてみましたとこ

ろ、２つ原因が思い当たりました。 
	 一つ目は、会議所の仕事は年の半分ぐらい会合や行事がございまして、会合では委員長など

を任され、前に出るので噓でもいい顔をしていなければなりませんでした。その噓笑いについ

て記事が載っておりましたので、紹介したいと思います。 
	 過度のストレスがかかりますと、副腎皮質からコルチゾールというホルモンが出ます。免疫

機能を落としたり、血圧や血糖値を上げたりと、色々な悪さをします。笑っているとコルチゾ

ールの分泌が減ります。また、心から笑わなくても顔の口角を上げるだけでも、笑ったのと同

等の効果があるという事でした。６年間、噓笑いでも笑っていたので、免疫機能が高まってい

たのかなと思いました。これからもまた、出来るだけ笑おうかと思いました。 
	 二つ目の理由は、２０年程前になりますが、青年会議所の卒業生と中国に旅行に行った際に、

４人中３人が、６０度のマオタイ酒をガバガバ飲み、海鮮料理を食べました。次の日に３人は
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※三週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。  

二日酔いでフラフラに、酒を飲まなかったもう一人は下痢でフラフラになっていました。 
	 今までは、月に何度か外へ飲みに行っていたのですが、去年から行かないようになりまして、

アルコール消毒ができないのが、最近の体調不良になっているのかな、と思います。 
	 この２月に、笑う事とアルコール消毒に励みたいな、と思います。 
 
	 

	 	 幹 事 報 告  
 
・	 例会変更は、幹事報告書の通りでございます。 
・	 ロータリーレートの変更がございまして、１ドル８２円が８

８円になりました。 
・	 IM のリハーサル例会とインフォーマルミーティングの出席

をお願い致します。出欠席のお返事をお願い致します。 
・	 第８回の理事会が２月６日にありますので、理事の方はお願い致します。 
・	 ２月１６日の IMには、名前のタグと、インターシティーミーティングのしおりを必ず持参
して下さい。 

 
 

	  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
 
＜ニコボックス委員会＞ 
黒田	 昌司君 先週土曜日、石川春久さんに大変お世話になりました。 
石川	 春久君 新美孝さん、森田英治さん始め、皆様に大変お世話になりました。ありがと

うございました。 
木村	 徳雄君 １月２６日、２７日で、第５２回碧南市民スキー大会が無事に終わりました。

２６日吹雪、２７日本番晴天で素晴らしい大会でした。私、壮年２部４０才

～５９才で出場し、見事完走しビリになりました。来年は入賞目指します。 
清澤	 聡之君 先日、枯死した境内の「弥陀の松」で、新聞に載りました。 
  本日の講師、苅谷賢治先生をご紹介致します。 
鈴木きよみ君 良い事がありました。 
 
 

	 総会員数 66名 (内出席免除者 10名の内出席者 8名)出席者 50名 

	 出席対象者	 50／63名 	 	 出	 席	 率	 	 	 	 79.37％ 

	 欠席者 16名(病欠者 1名) 	 	 前々回修正出席率	 100％ 

木村徳雄幹事 



苅谷賢治様 

 
 卓 	 話  

 
「病氣と元氣」	 中央漢方薬局	 薬剤師	 苅谷賢治様	 

 
 
 
 
 
	 この度、歴史あるロータリークラブさんにお招き頂きまして、ありがとうございます。幹事

の木村さんとは同級生で、その前でお話するのは恥ずかしいですが、よろしくお願い致します。 
	 気の字を昔は、「氣」と書いていました。中が米なのは、米から何かパワーが出ていると考え

ていたので、昔の人はそのように書いていました。 
	 ところで病氣は体が病んでいるから病氣というわけで、病体や病肉でもいいように思います。

東洋医学、漢方でいいますと「氣」というのをとても大事にしております。２,２００年程前に
作られた医学書の内容が、現代医学でも通用しておりますので、漢方ってすごいなと改めて感

じさせられています。 
	 「氣」という文字はいろいろな言葉で使用されています。今はパワースポットブームで、そ

の場所に行くと元氣になると言われています。中国では気功の医師がおりまして、氣をためて

出す事をしております。精神的に病んでいる人は、心が落ち着いていい方向に向かいます。肝

臓が病んでいれば、肝臓にたまっている悪い氣を流して、氣を元に戻し、だんだん元氣になっ

ていきます。病氣が治る事を快氣と言いますが、氣が快くいい状態になった時が治る事だと思

います。 
	 先ほどの会長様のお話でもありましたが、笑うというのは氣を高めるので非常に良い事だと

思います。 
	 氣が足りなくなった時に氣を補う、「補氣」がありますが、補氣薬として有名なのが朝鮮人参

です。一方で、氣を補い過ぎると血圧が高くなってしまうというデータもありますので、上が

った時には下げるのも必要になります。このように、色んな効果のあるものを組み合わせなが

ら、漢方は作られています。 
	 氣、血、水の３つの考え方で構成されているのが漢方でございます。氣に原因があるのか、

血に原因があるのか、水に原因があるのか、それぞれを調整していくのが漢方薬でございます。

低血圧の人に出す薬が高血圧の人に効いたりと、状態によって異なります。 
	 自然界には、太陽、地球、鉱物、海、木がございます。体にあてはめますと、太陽は心臓、

地球は脾臓、鉱物は肺（皮膚や鼻も）、海は腎臓、木は肝臓になります。自然界と同様に、それ

ぞれが影響し合っております。神社やお寺やお墓に行く事は、氣にもいい影響を与えるので、

勧めています。本人の氣力がとても大事だなと最近感じます。 
	 食べ物ですが、口、胃、十二指腸に入って出ていきます。漢方の考え方は、食べ物にはエネ

ルギーがありますので、胃に入って、穀物ですと穀物の氣、「穀氣」を脾臓で取り出します。ま

た、大気から肺で氣を取り出します。脾臓で取り出した氣と、肺で取り出した氣で血や水を作






っています。 
	 体が悪くなってきても、本人の氣力で乗り切れます。体内では全てが繋がっております。冷

たいものを飲んだら胃が冷えます。脂っこいものを食べたら緑のものを食べる、というように

バランスを整えながらやって頂きたいです。 
 
 

次回例会案内  
平成２５年２月１３日（水）１２：３０～	 衣浦グランドホテル 
	 	 クラブフォーラム「Ｉ．Ｍリハーサル」  
平成２５年２月１６日（土）１５：００～	 衣浦グランドホテル 
	 	 西三河分区インターシティー・ミーティング  
平成２５年２月２０日（水）は２月１６日（土）の振り替え休会  
平成２５年２月２７日（水）１７：３０～	 碧南商工会議所 
	 	 インフォーマルミーティング 


